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課 題（テーマ） 

経営は選択と集中、沖縄観光（経営）の選択と集中とは何か。 
（沖縄観光の現状と特徴分析） 

観光学の必要な理由は何だと思うか？ 

観光立県が実際に地域や観光業界に根付くために必要なことは？ 

（観光産業の課題と経営分析） 

観光地のホテル経営において、利益をあげるポインは何か。 

（観光統計と宿泊業界の分析） 

地域及び観光事業の発展と空港ターミナルの役割について。 

（観光客の入域と業界の投資） 

観光立県における“旅行代理店”の重要性を述べよ。 

（観光客の要望と財務成果）         ― 前半レポート ― 

観光の経済効果を向上させるにはどうしたらよいか。 

（歓光の経済効果と業界分析） 

観光地の変化の兆し（良い点、悪い点のどちらでも OK）について述
べよ。 
（歓光地のライフサイクル） 

沖縄における中国人観光客の未来と受入体制について論ぜよ。 

（国際競争力のある観光地の形成） 

成功するテーマパークのコンセプト（統一的な視点）の重要性につい

て述べよ。 

（地域開発とテーマパーク） 

観光業における CSRの重要性について述べよ。 
（沖縄企業の CSR 調査）           ― 後半レポート ― 

長寿企業の秘訣は何か。 
（企業継続の秘密） 

ホテルにおける部門別計算の必要性について述べよ。 
（ホテル会計基準） 

（沖縄観光業界の課題の解決） 

今までの復習、課題の総括 
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総合的な企業評価 

 
 

平成 21年 1月 26日 
観光業界の経営分析 
公認会計士 山内眞樹 

 
財務による評価が、企業評価の中心であることは疑いの余地はない。 
しかしながら、財務は結果的な面が主であり、企業の活動時点の評価という

点では充分とは言えない。従って、財務で表現できない部分も加えた総合的な

企業評価が必要になる。 
 
それは BSC（バランススコアカード）の視点を加えることである。 
財務の視点はすでにあるので、不足している売上を支える市場や業務プロセ

スの安全化、効率性や人的資源の活用度など、即ち顧客（市場）、業務（プロセ

ス）、従業員（人間）の視点である。 
 
更に進めて、企業評価の見えない部分である CSR（企業の社会的責任）の視

点も加えると企業の価値というものがもっと明確になる。 
市場と人間は BSCで済んでいるので、企業の経営資源の源である地球と企業

の存立基盤である社会、即ち環境と社会の視点を加え、そして企業ガバナンス

である。 
 
総合すると次のような図となり、これなら安心して企業評価が出来るような

気がする。 
 

企業評価の視点 
 ガバナンス        ガバナンス（企業は預り物） 

 
財 務             財 務（成 果） 

顧 客（市 場） 
顧 客     業 務         業 務（プロセス） 

従業員（人 間） 
環 境     従業員     社 会     社 会（地 域） 

環 境（地 球） 










